
Ⅰ　はじめに

地域保健活動においては、生活習慣病、虐待、健康
危機管理など人々のヘルスニーズが多様化し、関連す
る法律や制度も目まぐるしく変化してきている。その
ような状況に対応するため、行政機関で働く保健師に
求められる役割は拡大し、所属部署も、保健分野だけ
でなく、介護保険、福祉など様々な分野への広がりが
みられている。しかしながら、保健師の業務内容が多
様化し業務量も増大するとともに、少人数での分散配
置が進められたこともあり、職場での人材育成の体制
が不十分な状態にあるといわれ ている（佐伯，河原
田，泉他，2009，佐伯，大野，大倉他，2009）。この
ため、従来、熟練保健師から新人に伝えられてきた
ような人材育成の方法、業務を通じた OJT（On the 
Job Training）が困難となってきており、このような
現状に対処するため、現任教育の強化が図られてい
る。例えば、平成 22 年から新人看護職員研修の実施
が努力義務化され、保健師に関しては「新人看護職員

研修ガイドライン保健師編」（厚生労働省，2011）が
提示されている。これらを受けて現場では、人材育成
計画や現任教育プログラムの作成をはじめ様々な取り
組みが進められているものの、十分な管理・計画の下
での現任教育体制を整備することが困難な状況がうか
がわれる（日本看護協会，2019）。

多様なヘルスニーズに対応できる実践能力を養う上
で、現任教育は重要な役割を果たすと考えられる。そ
こで、本稿では、保健師の新任期現任教育における課
題を整理し、課題解決に向けた取り組みの方向性を検
討した。

Ⅱ　研究方法

1．分析対象文献の選定手順
文献データベースとして、医学中央雑誌 Web Ver.5

を使用し、2019 年 7 月上旬に実施した。キーワード
は、「保健師」に「現任教育」または「現職教育」を
かけ、論文種類を原著論文、収載誌発行年を 2009 年
から 2019 年に絞り込んだ。なお、収載誌発行をこの
期間としたのは、近年の現状を把握するためである。
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該当文献 169 件について、タイトルとアブストラクト
を読み、行政保健師の新任期保健師の現任教育に関す
る課題が扱われているもの 18 文献を選定した。これ
らについて、現任教育の実態や体制の状況が記述され
ていることを選定基準とし、本文を精読し、9 文献を
分析対象とした。

2．分析方法
保健師の新任期現任教育における課題に関する内容

を抽出し、その内容の共通性に着目して現任教育の課
題を分類した。

Ⅲ　結果

分析対象文献の概要を表 1 に示した。新任期保健師
自身が感じている課題を捉えているものが 3 文献、プ
リセプター等の現任教育者が感じている課題を捉えて
いるものが 5 文献、双方ともに含まれているものが 1
文献であった。また、調査方法は、郵送による自記式
質問紙調査が 3 文献、半構成的面接が 5 文献、フォー
カスグループインタビューが 1 文献であった。

表 1　分析対象論文
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1．新任期保健師の現任教育における課題の概要
新任期保健師の現任教育における課題を分類した結

果を表 2 に示した。
新任期保健師の現任教育における課題の概要は以下

のようになった。まず、「専門職にふさわしい実践能
力不足を痛感」という新任期保健師の実践能力向上の
必要性があった。そして、実践能力不足への対処に
関して、「相談の場を与えられないと相談できない」、

「些細な困りごとに関する相談を躊躇」という新任期

保健師自身の主体的取り組み姿勢の欠如、ならびに、
「職場全体で人材育成に取り組む体制整備や職場風土
が不十分」という新任期保健師の能力向上に結びつき
にくい現任教育体制といった課題があった。このよ
うな対処の現状をふまえ、「専門性を探求する意欲向
上」、「自ら学び自己研鑽する必要性の自覚」といった
実践能力向上を実現する基盤形成の必要性という課題
があった。

表 2　新任期現任教育の課題
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2．新任期保健師の現任教育における課題の具体的内容
1） 「専門職にふさわしい実践能力不足を痛感」
「専門職にふさわしい実践能力不足を痛感」には、

基礎教育における実習・演習での経験も含め、経験の
乏しさによる不安や自信のなさ（該当文献番号 2，5，
7，9）が含まれていた。また、実践能力の具体的内容
は、アセスメント能力（該当文献番号 2，7）、個人・
家族に対して長期的見通しをもった支援（該当文献番
号 2，7）、関わりを拒否される場合の対応（該当文献
番号 2，7）などであった。
2） 「相談の場を与えられないと相談できない」
「相談の場を与えられないと相談できない」には、

新任保健師は課題や不安を抱えながらも、相談の場を
与えられないと自ら相談することができず解決できな
いままやり過ごし、日常的な不安や困難を先輩保健師
に相談できる環境整備を望んでいること、プリセプ
ター以外にもあらゆるスタッフが新任保健師に声をか
けることが求められていることが含まれていた。
3） 「些細な困りごとに関する相談を躊躇」
「些細な困りごとに関する相談を躊躇」には、多忙

な様子の先輩には相談しづらい、困難事例ではないが
少し大変なケースについて相談できない（該当文献番
号 2，5）、もう 2 年目だからできるだろうという周囲
の目がある気がして気軽に聞けない（該当文献番号 2）
などが含まれていた。
4）  「職場全体で人材育成に取り組む体制整備や職場
風土が不十分」

「職場全体で人材育成に取り組む体制整備や職場風
土が不十分」には、コミュニケーションがとりやすい
職場環境の整備、教育担当者のみでなく組織全体で人
材育成に取り組む職場風土の醸成、新任者教育のプロ
グラム標準化、数年継続性をもったプリセプターの設
置、スタッフ育成の職務としての位置づけ、指導役割
と時間を確保した体制整備などの必要性（該当文献番
号 1，2，3，5，8）が含まれていた。
5） 「専門性を探求する意欲向上」
「専門性を探求する意欲向上」には、地域住民のた

めに役に立ちたいという保健師マインドを突き動かす
こと（該当文献番号 7）、職業的アイデンティティの
基盤形成に向けて、質の高い実践に触れる機会を設定
すること（該当文献番号 7）、先駆的活動を展開して
保健師の語りを教材として活用することやロールモデ

ルを示すこと（該当文献番号 5，7）などにより、保健
師としての将来像を明確化することが含まれていた。
6）「自ら学び自己研鑽する必要性の自覚」
「自ら学び自己研鑽する必要性の自覚」には、新任

期保健師には自ら研修会等に参加して学ぶ機会を得る
といった対処がみられなかったため、研修の機会が与
えられることを待つのみでなく、専門職として自己研
鑽していく必要性を自覚し、その方法を学ぶ必要があ
ること（該当文献番号 2，9）が含まれていた。

3．新任期保健師の現任教育における各課題の関係性
新任期保健師の現任教育における課題を整理した結

果見出された 6 つの事項は、図 1 のように、現場での
実践に関する問題の認識、そして、認識した問題への
対処を困難にしている要因、その要因をふまえ困難を
克服するアプローチの方法、として示すことができた。

Ⅳ　考察

今回の分析では、保健師の新任期現任教育における
課題は、新任期保健師の知識・技術や態度・姿勢に関
わるものと、職場の教育体制に関わるものとに大別さ
れた。

1． 新任期保健師の知識・技術や態度・姿勢に関わる
課題の現状と課題への取り組み

新任期保健師は、実践能力向上の必要性を自覚して
いたが、実践能力を向上させるための主体的行動はと
られていなかった。新任期保健師が自分からプリセプ
ター等に相談できない背景には、多忙な様子の先輩に
相談しづらいといった先輩保健師への遠慮や気遣いが
あると推察されるが、このような気持ちに加えて、相
談すべき事項かどうか判断に迷っている可能性（判断
力の不足）や、相談したい内容を整理して言語化する
ことができない状況が考えられる。これらの課題への
対処には、アセスメント力、論理的思考力、表現力

（文章力）など、大学等での基礎教育を通して養うべ
き力が必要とされる。現任教育に先立ち、基礎教育に
おける学習の積み重ねにより、これらの力を養うこと
が重要であろう。

また、実践能力向上を目指して新任期保健師自身が
主体的に取り組む姿勢をもつ基盤として、専門性を探
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求する意欲の向上、自ら学び自己研鑽する必要性の自
覚があげられていた。そして、この基盤形成にはロー
ルモデル獲得やすぐれた活動実践に触れる機会が重要
な役割を果たすとされていたが、ロールモデルやすぐ
れた実践の意義を認識できる前提として、公衆衛生看
護の理念、保健師活動で目指すべきことなどの理解が
必要である。基礎教育において、現場での実践活動を
理論と関連させて理解できるような教育が求められる
と考えられる。

2． 職場の教育体制に関わる課題の現状と課題への取
り組み

各職場において現任教育の強化を図る取り組みが試
みられているものの、新任期保健師の現状に合った体
制整備が難しい現状が示されていた。現任教育で行う
べき内容はわかっていても、業務が多忙な中では、自
ら働きかけてこない新任保健師に目を配りタイムリー
に対応することは難しいと推察される。「新人看護職
員研修ガイドライン保健師編」（厚生労働省，2011）
において、新人保健師を支えるためには、指導者のみ
ならず全職員（保健師以外の事務職、技術職も含む）
で取り組む体制の構築が望ましいとされているよう
に、全職員で組織の教育体制をつくるという意識を持
つことが重要である。また、指導する側と指導を受け
る側という固定した関係ではなく、互いに育ちあう職
場風土を醸成することや、プリセプター等の指導担当
者が自己の成長を認識できるような機会を設けること
が必要と考えられた。

Ⅴ　おわりに

保健師の新任期現任教育における課題を整理した結
果、新任期保健師は「「専門職にふさわしい実践能力
不足を痛感」という問題を認識している一方で、問題
への対処状況においては、「相談の場を与えられない
と相談できない」、「些細な困りごとに関する相談を
躊躇」といった新任期保健師自身の主体性の欠如や、

「職場全体で人材育成に取り組む体制整備や職場風土
が不十分」といった新任期保健師の能力向上に結びつ
きにくい現任教育体制がみられていた。そして、この
ような対処上の課題への対応として、「専門性を探求
する意欲向上」、「自ら学び自己研鑽する必要性の自
覚」の必要性があることを確認できた。このような課
題への対応として、職場における現任教育体制では、
全職員が人材育成に携わる職場風土の醸成やロールモ
デルを示すこと、また、新任期保健師に関しては、専
門性の探求や自ら学ぶという主体性をもてるようにす
る働きかけが必要と考えられた。大学での基礎教育に
おいては、専門的知識・技術の学習の充実に加え、専
門職としてめざす将来像を描けるようにすること、な
らびに、主体的姿勢および論理的思考力を養うことが
できるような教育を展開することが重要であると考え
られた。
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